
令和２年度
１学期柏市いじめ状況調査の結果と
いじめ防止の取組について
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令和２年度１学期いじめの状況調査

調査時期：令和２年７月下旬
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令和２年度１学期

いじめの調査結果

解消率 ５５．６％
小 ５４．５％
中 ６４．９％
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小学校 中学校 合計

認知件数
1152

（‐697）
137

（-227）
1289

（-924）

解消
628

（-920）
89

（-208）
717

（-1128）

未解消
524

（＋223）
48

（-19）
572

（＋204）

※単位：件 （ ）内は前年度増減



ア．いじめに係る行為の解消
被害者に対する心理的又は物理的な影響（イン

ターネットを通じて行われるものを含む）が止んで

いる状態が３か月継続していること。

イ．被害児童生徒が心身の苦痛を受けていな
いこと
いじめが解消しているかどうかを判断する時点に

おいて，被害児童生徒がいじめの行為により心身
の苦痛を感じていないと認められること。
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いじめの解消について

柏市いじめ防止基本方針より



いじめ認知件数減 ⇨ 休校の影響

未解消事案の減少へ

未解消事案の増加 ⇨ 安易に解消✖



いじめの態様（小学校）
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いじめの態様（中学校）
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句，嫌なことを言われる。

仲間はずれ，集団による無視をされ

る。

軽くぶつかられたり，遊ぶふりをして

叩かれたり，蹴られたりする。

ひどくぶつかられたり，叩かれたり，

蹴られたりする。

金品をたかられる。

金品を隠されたり，盗まれたり，壊さ

れたり，捨てられたりする。

嫌なことや恥ずかしいこと，危険なこ

とをされたり，させられたりする。

パソコンや携帯電話等で，誹謗中傷

やいやなことをされる。
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柏市教育員会（児童生徒課）の対応
・メッセージの周知
・相談先の提供
・PCR検査陽性による休校措置を行った
学校への支援及び聞き取り
・スクールカウンセラーの派遣

新型コロナウイルスを理由とするいじめ

調査による報告⇒ ０件※２学期末調査も注視

聞き取り調査による発覚⇒０件

新型コロナウイルスに関連して
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新型コロナウイルス・いじめ防止メッセージ



〇PCR検査による臨時休業措置を
行った学校の対応例
• スクールカウンセラーによる児童生徒との面談

• スーパーバイザーより助言を受けた心のケアを意識し
た学級指導

• 担任と陽性生徒保護者との話し合い（登校時のケア）

• 登校再開初日，校長による校内放送

「風評被害・いじめがないように」

「コロナいじめは許されない」

• 学校ホームページへメッセージ掲載

• 日常から「誰もがかかりうる病気」という意識の定着
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令和２年度いじめ防止の取組
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・STOPit
・研修
・いじめ防止基本方針の改定
・チーム対応
・いじめ防止月間



新型コロナウイルス感染拡大防止

12

休校措置

STOPitアプリの早期提供
（新規に小学校６年生へ拡大）



STOPitアプリ相談状況
令和２年４月１日から10月12日まで

相談件数 ８６件
中１：５４件 中２：２０件 中３：８件 小６：４件
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１．本人のいじめについて ４(15)

２．本人以外のいじめについて ３(5)

３．部活動について １(0)

４．ネットトラブルについて １(2)

５．教員の指導について １６(29)

６．その他の相談について ５１(36)

７．相談以外（挨拶や問い合わせ等） １０(3)

合計（件） ８６(90)

休校による不安の相談 増

※５．教員の指導
〇部活動の暴言
〇授業中の差別等

※６．その他の相談
〇家族間トラブル
〇自分自身の悩み
・LGBT
・身体
・勉強 等

( )は前年度相談件数
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遠隔でつながる
オンライン授業

出前授業

STOPitアプリ
の紹介

「脱いじめ傍観者」
「SOSの出し方教育」



•柏市の中学生・小学６年生の皆さん，こんにちは。いよいよ２学期
がはじまります。

•今年はいつもより少し短い夏休みとなりました。今どんな気持ちで
すか？「早く学校へ行って，友達と会いたい！」と楽しみにしてい
る人もいると思います。一方で「２学期の勉強大丈夫かな…」「友
達との人間関係に悩んでいる…」「部活動が大変…」「進路や勉強
について悩んでいる…」など，不安な気持ちを抱えている人もいる
と思います。

•不安を抱えている人は、どうか一人で悩まずに，身近な大人に相談
してください。皆さんの周りには、寄り添ってくれる，手を差し伸
べてくれる大人がいます。信頼できる大人に相談することが，不安
の解消につながるかもしれません。

•また，周囲の人に相談しにくければこのストップイットアプリに連
絡してください。私たちは、悩みを抱えている皆さんの力になりた
いと考えています。
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STOPitアプリで配信
※２学期開始前に配信



「いじめ防止授業」の実施

『個性』や『違い』を認め合う雰囲気
『いじめの定義』について
信頼できる『相談窓口』の紹介

「脱いじめ傍観者」及び
「SOSの出し方教育」を
テーマにした授業の実施

STOPitアプリをはじめとする
信頼できる相談窓口の周知

各学校のいじめの実態把握



いじめ：生徒指導・教育相談・家庭環境・発達
の課題等、様々な背景が複雑に絡み合っている
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いじめ
家庭環境が要因
不安や葛藤，劣等
感，欲求不満等

外国にルーツ
言語や文化の

ちがい

発達の課題
LD・ADHD・自閉
スペクトラム症等

様々な個性
性格や外見等の

ちがい

多様性を認め、子どもたち一人
ひとりを大切にする意識
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人
権
教
育

特別支援
教育

外国に
ルーツ

家庭環境 LGBT

多様性を認め合う意識

教職員への研修

〇特別支援教育の意識

〇家庭環境等、配慮が必要な児童生徒の理解と対応

〇「性同一性障がいや性的指向・性自認に係る児童生
徒への理解と対応」研修
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生徒指導主任連絡協議会研修

民生委員・主任児童委員・SSW
を招き、研修を実施すると共に情
報交換会を実施
第１回は民生委員・主任児童委員不参加
（新型コロナウイルス感染拡大防止のため）

地域・社会福祉協議会との連携
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〇家庭環境等、配慮が必要な児童生徒の
理解と対応

虐待や貧困等，特別な事情を抱えている児童生
徒については，不安や葛藤，劣等感，欲求不満等
が潜んでおり，そのことがきっかけでいじめの加
害者にも被害者にもなりえる。

貧困虐待 保護者の
精神疾患

外国に
ルーツ

生徒指導主任とSSW・民生委員との合同研修
⇒いじめの「内容」だけでなく、その「背景」
に何があるか見つめる視点



柏市いじめ防止基本方針の改定

• 改定による経緯や願い

• いじめ問題対応の手引き

• 未然防止の取組

• 初期対応の具体例

• 学校いじめ防止基本方針
の見直し
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チームで対応
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【学級経営アドバイザーの配置】
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１１名体制⇒小学校３２校・中学校４校

【スクールサポーターの配置】

７名体制⇒小学校６校・中学校６校

【スクールソーシャルワーカーの配置】

１３名体制 ３つの学習相談室及び
１３の中学校区に配置



児童生徒自らが，主体的にいじめの問題
について学び，考え，行動に結び付くよ
うな取組をめざす。

いじめ防止啓発月間について（12月）

○いじめ防止サミットKASHIWA
今年度はオンラインで開催予定

・市内の中学生対象⇒各校代表2名参加

・いじめ防止の取組について話し合い，
各校に広めていくことを趣旨とする。



今年度のテーマ（仮）

『事例に基づくいじめ研究』

『ネットいじめ』

・事例をもとにオンラインで協議

・國松弁護士による講義


